
　

前
回
の
取
材
の
頃
は
、
父
と
妻
、

パ
ー
ト
3
名
と
共
に
9
ha
の
畑
を
管
理
し

て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
人
材
の
確
保
と

育
成
を
進
め
、
現
在
は
正
社
員
4
名
、

外
国
人
3
名
、
パ
ー
ト
6
名
を
含
む
計

13
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
耕
作
面
積

も
15 

ha
に
拡
大

し
、
サ
ツ
マ
イ
モ

や
ゴ
ボ
ウ
、
大
根

に
加
え
て
新
た
に

唐
辛
子
栽
培
に
も

挑
戦
し
て
い
ま

す
。
会
社
規
模
が

大
き
く
な
っ
た
こ

と
で
責
任
も
増
し

ま
し
た
が
、
働
く
仲
間
と
未
来
を
共
有

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な

変
化
で
す
。

　

以
前
は
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
と
背
負

い
込
み
が
ち
で
し
た
が
、
同
友
会
で
の
学
び

を
通
じ
て
「
人
を
生
か
す
経
営
」
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
経
営
指
針
を

共
有
し
、
会
議
の
場
で
意
見
を
出
し
あ
い

な
が
ら
動
い
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ

が
主
体
的
に
取
り
組
む
雰
囲
気
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
、
法
人
化
の
準
備
を

進
め
る
中
で
、
一
人
で
は
で
き
な
い
組
織

経
営
の
力
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

全
国
行
事
に
参
加
し
た
際
、
佐
賀
同
友

会
の
平
田
憲
市
郎
さ
ん
（
㈱
ク
ラ
ベ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン　

代
表
取
締
役
社
長
）
や
全
国

の
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
が
大
き
な

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
経
営
を
新
し

い
視
点
で
捉
え
る
彼
ら
の
話
を
聞
き
、

地
域
に
な
い
作
物
を
試
み
る
こ
と
が
差
別

化
に
な
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
学
び
と
交
流
が
背
中
を

押
し
て
く
れ
、
今
年
か
ら
唐
辛
子
栽
培
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
試
行
錯
誤
の

段
階
で
、
収
量
や
品
質
の
安
定
に
は
課
題

が
あ
り
ま
す
が
、
来
年
以
降
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

責
任
の
大
き
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま

す
。
来
月
に
開
催
が
迫
っ
た
経
営
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
、
ひ
む
か
支
部
設
立
以
来
、
初
め

て
の
地
元
開
催
で
す
。
テ
ー
マ
は
「
燃
や

せ
！
開
拓
者
魂
〜
自
分
が
変
わ
れ
ば
未
来

が
拓
け
る
〜
」
―
―
経
営
者
一
人
ひ
と
り

が
抱
え
る
課
題
を
出
し
あ
い
、
仲
間
と

学
び
あ
う
こ
と
で
、
地
域
の
未
来
を
つ
く

る
場
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
分
科

会
や
全
体
会
の
準
備
を
重
ね
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
学
ん
で
よ
か
っ
た
、
仲
間
が
で

き
た
と
思
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
実
現
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
先
輩
や
仲
間

へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
内
容
づ
く
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
は
経
営
課
題
に
追
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
ど
う
し
て
も
短
期
的
な
視
点
に

偏
り
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
同
友
会

活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
10
年
後
20
年
後

を
考
え
る
こ
と
が
経
営
者
の
役
割
だ
と

学
び
ま
し
た
。
法
人
化
や
売
上
目
標
も
、

単
な
る
数
字
で
は
な
く
、
地
域
に
仕
事
を

生
み
出
し
、
若
者
が
夢
を
持
っ
て
働
け
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
の
も
の
だ
と
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。
全
国
行
事
で
の
佐
賀

の
仲
間
と
の
出
会
い
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
自
分
自
身
の
挑
戦
が
、
誰
か

の
一
歩
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
存
在
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

3
年
半
前
に
こ
の
誌
面
で
取
り
上
げ

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
方
か
ら
声

を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
事
を

通
じ
て
自
分
の
言
葉
が
仲
間
に
届
き
、

励
ま
し
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
原
動
力
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
度
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

場
で
、
仲
間
の
皆
さ
ん
に
恩
返

し
を
し
た
い
。
地
域
の
未
来

は
一
人
で
は
築
け
ま
せ
ん
。

と
も
に
学
び
、
と
も
に
歩
む

仲
間
が
い
る
こ
と
の
心
強
さ

を
、
ぜ
ひ
体
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

だ
け
る
㈱
中
仙
の
取
り
組
み
・
仕
組

み
か
ら
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ

る
事
業
づ
く
り
・
人
づ
く
り
・
仲
間

づ
く
り
へ
と
つ
な
が
る『
未
来
投
資

型
企
業
』へ
の
挑
戦
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

若
い
人
材
が
、
な
ぜ
明
る
い
未
来

を
創
造
で
き
る
よ
う
な
事
業
や
サ
ー

ビ
ス
を
創
出
で
き
て
い
る
か
？

会
社
や
事
業
を
、
よ
り
魅
力
の
あ
る

も
の
に
昇
華
さ
せ
、
社
員
は
も
ち

ろ
ん
協
力
企
業
や
下
請
け
企
業
、

お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
取
り

組
み
が
で
き
て
い
る
か
？

社
員
が
働
き
甲
斐
を
持
ち
、
成
長
し

た
い
、
働
き
続
け
た
い
、
と
思
え
る

社
風
に
な
っ
て
い
る
か
？

自
社
の
事
業
や
働
く
環
境
が
若
者
に

選
ば
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
？

と
悩
ん
で
い
る
経
営
者
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、「
よ
い
会
社
」

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

創
業
と
同
時
期
に
同
友
会
に
入
会

し
た
中
山
氏
。
同
友
会
活
動
で
の

学
び
を
き
っ
か
け
に
、
自
社
を
「
建
物

再
生
業
」
と
位
置
づ
け
、
業
務
を

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
。
現
在
は

㈱
中
仙
に
し
か
生
み
出
せ
な
い
価
値

を
地
域
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
㈱
中
仙
に
は
、
志
に
共
感

し
た
若
者
が
、
大
工
・
管
理
者
を
め

ざ
し
て
入
社
し
て
い
ま
す
。
現
場
で

は
、
協
力
企
業
や
下
請
け
企
業
が

一
つ
に
な
り
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
建
築
業
界
で
の
取

り
組
み
に
お
い
て
、ど
の
よ
う
に
「
㈱

中
仙
な
ら
間
違
い
な
い
」
と
い
う

評
価
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
の
か
？

　

職
人
不
足
・
雇
用
難
と
叫
ば
れ
て

い
る
業
界
に
お
い
て
、
大
工
志
望
の

若
者
を「
日
雇
い
」で
は
な
く「
社
員
」

と
し
て
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。「
社
員

教
育
は
全
て
の
業
務
に
優
先
す
る
」

と
い
う
思
い

を
ど
の
よ
う

に
実
現
し
て

き
た
の
か
？

　

社
員
は
も

ち
ろ
ん
地
域
・

仲
間
か
ら
も

選
ん
で
い
た

能
な
経
営
を
目
指
す
尾
鈴
ミ
ー
ト

の
姿
勢
は
、
環
境
変
化
の
中
で
自
社

の
軸
を
見
つ
め
直
し
た
い
経
営
者

に
と
っ
て
、
大
き
な
示
唆
と
な
る

で
し
ょ
う
。
見
学
後
に
は
グ
ル
ー

プ
討
論
も
予
定
し
て
お
り
、
参
加

者
同
士
の
気
づ
き
や
学
び
を
深
め

る
場
と
し
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
「
現
場
に
こ
そ
、
経
営
の
答
え

が
あ
る
」―
地
域
に
根
ざ
し
、
未
来

を
切
り
拓
く
企
業
の
姿
か
ら
、
自
社

の
可
能
性
を
再
発
見
す
る
一
日

に
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
バ
ス
移
動
に
よ
り
定
員
42
名
と

な
り
ま
す
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

2
0
1
0
年
、
口
蹄
疫
に
よ
っ
て

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
株
式
会

社
尾
鈴
ミ
ー
ト
は
、「
未
来
を
自
分

た
ち
で
設
計
す
る
」
と
い
う
理
念

の
も
と
、
再
出
発
を
果
た
し
ま
し

た
。
事
業
の
根
幹
に
〝
飼
料
〞
を

据
え
、
飼
料
設
計
・
生
産
・
給
餌

と
い
う
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
自
社

で
担
う
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

コ
ス
ト
を
内
製
化
し
、
付
加
価
値

の
創
出
と
自
律
的
な
経
営
改
善
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

本
分
科
会
で
は
、
尾
鈴
ミ
ー
ト
の

現
場
を
訪
問
し
、
実
際
の
生
産
工

程
を
見
学
し
な
が
ら
「
価
値
を
つ

く
る
」
仕
組
み
を
体
感
い
た
だ
き

ま
す
。
社
員
と
の
対
話
や
経
営
理
念

の
共
有
、
地
域
資
源
の
活
用
な
ど
、

現
場
に
根
ざ
し
た
実
践
か
ら
、「
強
く

し
な
や
か
な
企
業
づ
く
り
」
の
ヒ
ン

ト
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

価
格
競
争
に
頼
ら
ず
、
持
続
可

　
「
誰
の
た
め
に
、
何
の
た
め
に
経
営

す
る
の
か
」―
経
営
理
念
を
問
い
直
し
、

行
動
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、
地
域

と
の
信
頼
を
築
き
、
社
員
が
誇
れ
る

企
業
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

逆
境
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
、

新
た
な
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、

何
事
も
主
体
的
に
常
に
行
動
し
さ
れ

て
い
ま
す
。
行
動
こ
そ
が
チ
ャ
ン
ス

を
掴
む
と
い
う
平
田
氏
の
経
営
者
と

し
て
の
姿
勢
。

　

組
織
づ
く
り
の
経
験
か
ら
地
域
の

農
家
や
協
力
業
社
を
巻
き
込
ん
で
の

地
域
づ
く
り
を
実
践
し
て
き
た
の
か
。

　

地
域
に
当
て
に
さ
れ
る
企
業
は
ど

う
い
う
も
の
か
、
ま
た
人
を
巻
き
込

み
共
に
歩
ん
で
い
く
た
め
に
、
必
要

な
経
営
者
の
姿
勢
が
学
べ
ま
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
ど
う
事
業

や
組
織
づ
く
り
に
生
か
す
か
悩
ん
で

い
る
方
々
に
向
け
て
、
理
念
経
営
と

実
践
の
ヒ
ン
ト
を
考
え
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
地
域
と
も
っ
と
関
わ
り
な
が
ら
、

応
援
さ
れ
る
会
社
を
め
ざ
し
た
い
」―

そ
ん
な
想
い
を
持
て
た
な
ら
、
こ
の

記
念
講
演
は
成
功
で
す
。

　

記
念
講
演
は
、
佐
賀
同
友
会
・
代
表

理
事
の
㈱
ク
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン 

平
田
憲
市
郎
氏
が
講
演
さ
れ
ま
す
。

地
域
に
必
要
と
さ
れ
、
応
援
さ
れ
る

企
業
と
は
何
か
。
佐
賀
県
唐
津
市
で
花

農
家
の
三
代
目
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、

同
社
を
創
業
し
た
平
田
憲
市
郎
氏
の

実
践
か
ら
学
び
ま
す
。

　

平
田
氏
は
、
学
生
時
代
ま
で
野
球

に
打
ち
込
み
、
卒
業
後
は
北
海
道
の

花
市
場
へ
就
職
し
平
日
は
市
場
で
働

き
、
週
末
は
ホ
テ
ル
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル

部
門
で
花
を
生
け
る
仕
事
を
こ
な
し

な
が
ら
生
産
者
と
消
費
者
の
求
め
る

商
品
の
違
い
を
学
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　

家
業
の
平
田
花
園
に
就
職
後
は
、

「
世
界
一
高
い
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く

る
」
と
目
標
を
掲
げ
、
レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
栽
培
し
１
本
8
，0
0
0

円
で
売
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
打
撃
を
機
に
唐
辛

子
事
業
へ
と
挑
戦
。
生
産
か
ら
加
工
・

販
売
・
輸
出
・
雇
用
創
出
へ
と
展
開
し
、

「
地
域
に
必

要
と
さ
れ

る
企
業
」

と
し
て
存

在
感
を
高

め
て
い
ま

す
。

第
3
分
科
会
担
当

㈱
伊
東
冷
熱
工
業　

代
表
取
締
役

伊
東 

康
弘
（
県
北
支
部
）

㈱
コ
ダ
マ　

専
務

児
玉 

和
憲
（
県
北
支
部
）

第
4
分
科
会
担
当

㈱
愛
L
i
f
e　

代
表
取
締
役

光
行 

新
哉
（
宮
崎
北
支
部
）

㈲
一
政
設
備　

代
表
取
締
役

一
政 

浩
蔵
（
宮
崎
南
支
部
）

記
念
講
演
担
当

黒
木
農
業　

黒
木 

隆
正
（
ひ
む
か
支
部
）

㈲
日
伸
洗
車
機　

取
締
役

幸
森 

雄
次
郎
（
宮
崎
北
支
部
）������������� ������ ��
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宮崎同友会30年史の制作について、下記3点を確認しました。
①協賛金は167件237万円集まりました。
②「30年史」のタイトルは作業部会から提案し、メールでの持ち回り理事
会で確認する。

③「資料編を作成するなかで頁が30頁ほど増えることとなりそうで、制作
費についてその分の追加をお願いしたい」と金丸委員長から要請。
増額分の見積もりを準備し、電子会議室で提案し、理事全員の同意
がとれれば予定通りのスケジュール（10月末発刊）ですすめる。

を募っていくことを確認しました。
（2）来年の第35回経営フォーラムの準備にむけて、設営を担当する宮崎

北支部に実行委員会立ち上げの見通し等について、次回理事会で
検討できるように準備してほしいと要請があり、宮崎北支部幹事会
で検討・提案することを確認しました。

みやざき中小企業経営フォーラムについて
（１）第34回フォーラムの準備について小原実行委員長より下記3点について

報告。
①会員の参加申し込みでは、1月デンサンでの会費振替も受け付ける。
②当日は、グループ長会議を行わないことを前提に準備をすすめる。
③第4分科会は、移動時間を考慮して12時30分スタートとします。
参加申し込みは、各支部で個別呼びかけを行っているなかで苦戦し
ていること、ゲストの参加登録が進んいないことを確認。呼びかけで
は同友会で学んでの自社の変化や成果を具体的に語ることで、参加

7月理事会で確認した総務財務委員の支部推薦のメンバーの報告が
下記のとおりありました。遠藤太郎氏（ひむか）、守永泰雄氏（宮崎
北）、嶋末武氏(宮崎南)、野口和宏氏（きりしま）、県北支部は依頼中。
10月22日に予定されていた第1回総務財務委員会の日程について、都合
の悪い人がいるので再調整してほしいとの要請がありました。

10月の「会員増強準備月間」、11月の「会員増強月間」にむけて、
経営に役立つことをめざしていろいろな活動をやっているが、運動を広げる
成果がでていない要因は何かをテーマにグループ討論を行いました。各
グループからの発表では「自分たち自身が自社の経営課題を語り合って
いるか、経営者として課題を語り合い、発信していくことが大事だ」という
発表がつづき、幹事会や理事会も運営方法を見直し、経営課題を語り合う
場にしていこうと確認しました。

その他
（１）宮崎学園短期大学創立60周年記念行事（10月10日）に案内をいただ

き、宮島代表理事が出席することが報告されました。
（2）青年部会より、11月20-21日「青年経営者全国交流会in香川」の参加

申し込みが、目標50名に対して現在14名と低調であることから、宇都
青年部会長より「この会員さんは青全交に行ってみるといいのでは
という方へお誘いに行きたいので、そういう方を教えて欲しい」と要請
があり、各支部３～５名推薦することを申し合わせました。

9月理事会報告

宮崎同友会

青年部公式LINE
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活動内容は同友会
Facebookでも配信中!!

新着まだまだ、たくさん活動しています！

ひむか支部9月例会は理事会と合同で「同

友会を知る会拡大バージョン」を盛大に開催

しました。きりしま支部の津曲智子氏

（Relaluvo代表）が「人が育つ社風づくり」

をテーマに熱意ある報告を行い、参加者

一同に深い感銘を与えました。地元美容業

界のゲスト経営者も複数参加し、西都市で

の会員拡大に向けた実り多い学びと交流

の機会となりました。

同友会を知る会拡大バージョン
ひむか支部

8月例会
きりしま支部

8月25日、きりしま支部8月例会を開催。

日向屋・請関仁氏が「これがわが社のブラン

ディング戦略下請け99％から脱却し、目指す

会社になる」と題して力強く報告されました。

参加者からは、自社のブランドを改めて見直

し、今後の戦略を考える大きな学びと刺激

を得られたとの声が多く寄せられ、実践へ

の意欲が高まる機会となりました。

マネージメント研修(MG研修)が9月13日(土)に

開催され15名が参加いたしました。MG研修の

一番大きな特徴は、ゲームを通じて「経営体験」

ができ数字を学ぶことができます。人や物に

先行投資したらどうなるのか、大量生産したら

会社はどうなるのかなど学ぶことができます。

通常は2日間で開催されますが、今回は１日に

凝縮され4期分の経営体験を行いました。

ＭＧ研修
青年部会

今月の

S p o t l i g h t

3年半前に登場いただいた時の言葉
が、従業員体制や耕作面積の拡大、
唐辛子栽培への挑戦、そしてフォー
ラム実行委員長という役割へとつな
がっていました。11月には、ひむか支部
初の地元開催となるフォーラムです。
私も共に準備を進める一員として、
その成功に全力を注ぎたいと思い
ます。

取材　(有)日高設備工業
日高 憲一郎

組
織
体
制
の
変
化
も
大
き
い
よ
う

に
思
え
ま
す
。

2
0
2
2
年
4
月
の
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
で
は
就
農
か
ら
十
数
年
、

経
営
の
拡
大
と
組
織
づ
く
り
に

挑
戦
す
る
姿
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
3
年
半
、

ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
か
。

新
し
い
作
物
で
あ
る
唐
辛
子

栽
培
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

今
年
は
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
行

委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

最
後
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
て

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

経
営
者
と
し
て
の
姿
勢
に
も

変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
。

農
の
力
で
地
域
を
つ
な
ぐ

―
―
ひ
む
か
支
部
初
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
向
け
て

小原農園
代表

小原  拓也さん
ひむか
支部

小原農園

住所/ 児湯郡高鍋町大字上江6649-280
事業内容/ 農業(露地野菜)

前回理事会（8月27日）以降の活動の経過報告を確認するととも
に、9月24日までの4名の入会申し込みと7名の退会申出を承認し
ました。会員数は450名。
※4月から9月までの入会は前年同期の半分の14名、退会は2名増えて
32名で期首から18名減のの450名という現状のもと、反転させるには
何が必要かを論議のテーマにおきながら議題が進行しました。

各推進協議会から
（１）組織強化推進協議会の迎座長より報告と要請

①9月29日(月)、西都市で開催する「同友会を知る会拡大バージョン
in西都」は、現在参加登録35名、うちゲストは７名。知る会の翌日
は、ゲスト訪問も予定している。すぐに入会につながらなくても
フォーラムへのお誘い等関係をつなげていきたい。
②フォーラムや新春経営者交流会、総会等の参加呼びかけでは委員
会からも参加呼びかけを行ってほしい。→取り組みを確認。

（2）人が育つ会社づくり推進協議会の杉村座長より、「秋の役員研修会
（9月20日(土)）には、理事は89％という出席率でしたが、全体75名の
目標に対して45名となったことは残念。推進協議会としての振り返り
をおこない、10月理事会で報告する」との発言をうけて参加者の感想
を交流。「グループ討論の時間が2時間設定されていたがあっという
間だった」「居場所づくりが大事だと学んだ」「結果をだす役員になる
ためにという視点をグループ討論でもっと深めたかった」といった
感想が語られました。

（3）地域づくり推進協議会の川崎座長より、「7-9月期景況調査を実施
中。回答数目標200件（回答率45％）に対して現在78件（17.6％）。
各支部で、支部会員数に対して45％の回答率をめざして呼びかけて
欲しい。回答締切は9月30日です」。

日時：9月24日（水）17:00～20:00  於：宮崎市中央公民館
理事29名中24名出席（出席率82.8％）＋事務局３名

共
感
さ
れ
る
企
業
へ

〜
『
未
来
投
資
型
』
事
業
へ
の
挑
戦
〜

㈱
中
仙
　
代
表
取
締
役
　
中
山 

章
博 

氏

(

県
北
支
部
・
代
表
幹
事)

第3分科会

〝
か
ち
〞
続
け
る
力

〜
自
社
を
見
つ
め
環
境
を
知
り
実
践
に
生
か
す
〜

㈲
尾
鈴
ミ
ー
ト
　
代
表
取
締
役
　
遠
藤 

太
郎 

氏

(

ひ
む
か
支
部)

第4分科会

燃
や
せ
！
開
拓
者
魂

〜
自
分
が
変
わ
れ
ば
未
来
が
拓
け
る
〜

㈱
ク
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
　
代
表
取
締
役
社
長
　
平
田 

憲
市
郎 

氏

(

佐
賀
同
友
会
・
代
表
理
事)

記念講演



　宮崎同友会会員限定で広報誌にチラシを
同封することができます。チラシは、お送り
したい月の前月末までに事務局にお送りくださ
い。自社での取り組み、やっていることを他の
仲間にも知ってもらいましょう。
チラシの封入は１部10円です。
　会員460名に封入する場合は、
460名×10円で4,600円になります。
　ご自身の所在支部のみ、
特定の支部だけに封入する
ことも可能です。
　同封をお考えの方は一度
事務局までご連絡ください。

広報誌にチラシを
同封しませんか？

関
係
を
ど
う
築
い
て
き
た
の
か
、
地
域
と
の
関
わ

り
が
事
業
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、

平
田
氏
の
報
告
に
は
、
ど
の
会
社
に
も
生
か
せ
る

普
遍
的
な
学
び
が
随
所
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
報
告
を

「
自
分
事
」
と
し
て
咀
嚼
し
、
自
社
に
生
か
す

ヒ
ン
ト
を
見
出
し
て
い
き
ま
す
。「
自
分
の
会
社

で
は
何
が
で
き
る
か
」「
ど
ん
な
挑
戦
が
必
要
か
」

を
、
仲
間
と
語
り
あ
う
こ
と
で
新
た
な
視
点
が

生
ま
れ
、
行
動
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。
討
論

を
通
じ
て
、
自
分
で
は
気
づ
け
な
か
っ
た
視
点
に

出
会
え
る
こ
と
も
、
こ
の
分
科
会
の
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

　
「
経
営
理
念
を
掲
げ
て
い
る
が
、
日
々
の
行
動

に
ど
う
落
と
し
込
め
ば
い
い
か
悩
ん
で
い
る
」

「
地
域
と
の
関
係
性
を
、
事
業
の
中
に
ど
う
取
り
入

れ
る
か
迷
っ
て
い
る
」―
そ
ん
な
思
い
を
抱
え
る

方
に
こ
そ
、
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
分
科
会
で

す
。
平
田
氏
の
実
直
な
報
告
は
、
ど
こ
か
自
分
と

重
な
る
部
分
を
感
じ
さ
せ
な
が
ら
、「
自
分
も
や
っ

て
み
よ
う
」
と
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　

会
社
の
未
来
を
見
据
え
、
地
域
と
共
に
歩
む

事
業
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
思
い
を

持
つ
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
、
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
分
科
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
第
１
分
科
会
へ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

第
1
分
科
会
で
は
、
佐
賀
同
友
会
の
代
表
理
事

で
あ
り
、
㈱
ク
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
の
代
表
取
締

役
社
長　

平
田
憲
市
郎
氏
を
報
告
者
に
お
迎
え
し

ま
す
。「
事
業
づ
く
り
・
仕
事
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

経
営
の
本
質
を
深
く
見
つ
め
、
考
え
あ
う
時
間
に

し
ま
す
。
3
代
続
く
花
農
家
の
後
継
者
と
し
て

事
業
を
継
承
し
た
平
田
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
主
力

の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
。
苦
悩
の
只
中
に
立
ち
な
が
ら
も
、
自
社
の

経
営
理
念
に
立
ち
返
り
、
新
た
な
事
業
を
ゼ
ロ
か

ら
構
築
。
新
た
な
商
品
の
唐
辛
子
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
、
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ワ
ー
と
い
う
高
付
加
価
値

商
品
を
生
み
出
し
、Ｖ
字
回
復
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
成
果
は
決
し
て
偶
然
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は
「
経
営
理
念
を
現
場
で
ど
う

生
か
す
か
」「
社
員
と
共
に
ど
ん
な
未
来
を
描
く

か
」「
地
域
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
存
在
と
は

何
か
」
と
い
っ
た
、
私
た
ち
経
営
者
に
共
通
す
る

問
い
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
続
け
た
時
間
と

努
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
こ
う
し
た
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

経
営
判
断
の
リ
ア
ル
な
背
景
と
と
も
に
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
の〝
商
品
開
発
〞で
は
な
く
、

〝
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
〞
を
ど
う
構
想
し
、

形
に
し
て
き
た
の
か
。
そ
の
挑
戦
の
軌
跡
に
は
、

経
営
理
念
と

現
場
の
行
動
を

つ
な
ぐ
ヒ
ン
ト

が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、

社
員
と
の
信
頼

ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
社
員
の
声
を
取
り
入
れ
、

主
体
性
を
育
む
実
践
は
、
利
益
率
向
上
や
離
職
率
低
下

と
い
っ
た
成
果
に
も
直
結
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、同
社
が
抱
え
る
課
題
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、

平
均
年
齢
の
高
さ
（
何
歳
？
）、
苦
戦
す
る
採
用
活
動
や

管
理
者
の
不
祥
事
な
ど
、
今
も
試
練
は
続
い
て
い
ま
す
。

永
田
氏
は
そ
の
苦
悩
を
隠
さ
ず
、
大
切
な
の
は
「
原
因

自
分
論
」
に
立
ち
返
り
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
問
い

続
け
る
姿
勢
だ
と
永
田
氏
は
率
直
に
語
り
ま
す
。

　

同
友
会
活
動
で
得
た
4
つ
の
役
得
―
自
己
と
の
対
峙
、

刺
激
的
な
経
営
者
と
の
出
会
い
、
本
音
で
語
れ
る
親
友

の
存
在
、
活
動
と
自
社
経
営
の
連
動
―
は
、
彼
の
経
営

観
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
ギ
バ
ー
」
と
し

て
他
者
と
共
に
成
長
す
る
精
神
を
学
び
、
今
で
は
地
域

に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
、
鹿
児
島
に
税
を
納
め
、
雇
用
を

守
る
こ
と
が
地
域
貢
献
そ
の
も
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

本
分
科
会
で
は
、
永
田
氏
が
こ
れ
ま
で
の
経
営
危
機

や
失
敗
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
の
学
び
と
挑
戦
を
赤
裸
々

に
報
告
し
ま
す
。
経
営
指
針
を
現
場
に
ど
う
生
か
し
、

社
員
の
主
体
性
や
働
き
や
す
さ
を
ど
う
育
ん
で
き
た
の

か
。
そ
こ
に
は「
人
を
生
か
す
経
営
」の
実
践
例
が
あ
り
、

地
域
と
共
に
歩
む
中
小
企
業
の
リ
ア
ル
な
姿
が
あ
り
ま
す
。

　

学
び
と
実
践
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
、
企
業
を
変
え
、

地
域
を
変
え
る
力
に
な
る
―
本
気
の
同
友
会
活
動
と

経
営
が
不
離
一
体
で
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
時
間
に

な
る
は
ず
で
す
。
第
2
分
科
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ

き
、
と
も
に
〝
自
社
の
経
営
指
針
を
生
か
す
旅
路
〞
に

つ
い
て
本
音
で
語
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
を
「
思
い
を
つ
な
ぐ
配
管
屋
さ
ん
」
と
掲
げ
、

鹿
児
島
市
で
50
年
以
上
に
わ
た
り
配
管
・
機
械
器
具
設
置

工
事
を
手
が
け
る
㈲
永
田
鋼
管
工
業
。
2
代
目
と
し
て

2
0
1
4
年
（
平
成
26
年
）
に
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
永
田
氏
は
、
数
々
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
経
営

指
針
を
軸
に
歩
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

同
社
は
生
活
や
事
業
に
欠
か
せ
な
い
水
や
ガ
ス
、
薬
品

な
ど
を
供
給
す
る
配
管
工
事
を
主
力
と
し
、
大
規
模
な

浄
水
場
や
工
場
の
案
件
ま
で
手
掛
け
て
い
ま
す
。
一
見

安
定
し
た
事
業
に
見
え
ま
す
が
、
そ
の
裏
に
は
粉
飾
決
算

や
不
渡
り
、
労
働
災
害
、
採
用
難
と
い
っ
た
深
刻
な

経
営
危
機
が
あ
り
ま
し
た
。
後
継
者
と
し
て
葛
藤
し
、

心
身
と
も
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
永
田
氏

に
と
っ
て
、同
友
会
と
の
出
会
い
は
大
き
な
転
機
で
し
た
。

　
「
仕
事
」
と
「
経
営
」
は
別
物
で
あ
り
、
経
営
に
は

持
続
的
な
成
長
を
描
く
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
―
そ
の

気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
経
営
指
針
セ
ミ
ナ
ー

や
青
年
部
活
動
で
の
学
び
で
し
た
。
同
友
会
で
の
役
職

経
験
を
通
じ
て
、
仲
間
と
共
に
悩
み
、
本
音
で
語
り
あ

う
中
で
、
自
社
経
営
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が
生
ま
れ
て

い
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
売
上
が
減
少
し
て
も
利
益
を
確
保
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
粗
利
率
約
5
割
と
い
う
高
収
益

体
質
を
築
き
、
残
業
削
減

や
休
日
増
加
な
ど
働
き

や
す
さ
の
改
善
に
も
つ

な
げ
ま
し
た
。
加
え
て
、

男
性
の
育
児
休
業
取
得
や

作
業
着
の
刷
新
、
5
Ｓ
活

動
や
空
調
服
支
給
な
ど
、

現
場
環
境
の
改
善
を
一
つ

第
1
分
科
会
担
当

㈱
I
S
T 

S
T
Y
L
E

代
表
取
締
役　

佐
藤 

輝
和
（
き
り
し
ま
支
部
）

㈱
ア
レ
ン
ジ

代
表
取
締
役　

杉
村 

善
隆
（
き
り
し
ま
支
部
）

第
2
分
科
会
担
当

㈱
コ
ノ
ハ
ナ代

表
取
締
役　

塩
谷 

愛
藍
（
県
北
支
部
）

N E W
F A C E

※2025年10月1日現在

県 北 支部 58名
ひむか支 部 29名
宮崎 北 支部 127名
宮崎南支部 78名
きりしま支部 158名
合　計 450名

今回のご紹介は9月1日～9月25日入会された
2名の新会員さんです。（支部別・50音順）

の
電
器
屋
さ
ん
の
仕
事
は
デ
パ
ー

ト
な
ど
の
外
商
と
同
じ
で
「
家
に

上
が
り
込
む
商
売
」
で
有
店
舗
型
の
訪
問

販
売
と
と
ら
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
訪
問
販
売
だ
け
で
な
く
店
舗
が
あ
る

こ
と
で
お
客
様
に
「
安
心
感
」
を
持
っ
て

い
た
だ
け
る
の
で
す
。「
配
達
か
ら
修
理
」

へ
の
循
環
が
「
お
客
様
と
の
信
頼
」
を
生
む

サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代

「
家
電
」
の
販
売
修
理
だ
け
で
は
生
き
残
れ

な
い
―
―
本
来
は
裾
野
の
広
い
業
種
な
の

で
、
お
客
様
の
要
望
に
合
わ
せ
て
様
々
な

提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
人
を

雇
い
、
育
て
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
松
下

さ
ん
は
「
最
後
は
社
長
が
責
任
を
持
つ
が
、

社
員
が
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
環
境
を
ど

う
整
え
る
か
が
社
長
の
仕
事
」
と
話
し
ま
す
。

今
は
5
人
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
て
、
長
年

一
緒
に
仕
事
を
し
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
さ
ん
が

お
2
人
い
ま
す
。
最
近
は
、
月
1
回
の
ラ
ン

チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
と
嬉
し
そ
う
に

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
、
技
術
的
教
育
は
メ
ー
カ
ー
の
支
援
で

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
家
電
量
販
店
過
当
競

争
の
時
代
に
生
き
残
る
に
は
「
お
客
様
と
の
会

話
の
中
か
ら
戦
略
が
生
ま
れ
る
」
お
客
様
と

の
会
話
は
お
互
い
の
「
信
頼
関
係
」
と
い

う
土
台
が
あ
っ
て
の
こ
と
。
様
々
な
戦
略

や
戦
術
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
客
様

お
一
人
お
ひ
と
り
を
大
事
に
し
て
「
信
頼
関
係
」

を
築
い
て
い
く
マ
ツ
シ
タ
電
器
さ
ん
の
姿
勢

に
「
街
の
電
器
屋
さ
ん
」
と
し
て
生
き
抜
い

て
い
く
核
心
に
触
れ
ま

し
た
。

ツ
シ
タ
電
器
さ
ん
は
、
1
9
7
5

年
（
昭
和
50
年
）
創
業
で
49
年
目

に
な
り
ま
す
。
松
下
さ
ん
は
2
代
目
で
、

も
と
も
と
お
父
様
と
お
母
様
の
2
人
で

営
ん
で
い
ま
し
た
。
松
下
さ
ん
が
28
歳

の
時
に
戻
っ
て
き
て
お
店
を
手
伝
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
高
校
を

卒
業
し
て
電
器
屋
さ
ん
が
持
っ
て
く
る

家
電
の
修
理
を
す
る
会
社
に
勤
め
て
い
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
家
業
を
手
伝
い
始
め

て
5
年
目
ぐ
ら
い
に
父
で
あ
る
先
代
の

社
長
が
倒
れ
、
2
0
2
2
年
に
社
長

就
任
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
法
人
さ
れ
ま

し
た
。

代
が
倒
れ
た
時
に
考
え
た
の
が

「
人
を
雇
用
す
る
」
こ
と
だ
っ
た

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
家
族
だ
け
で

や
っ
て
い
た
の
で
家
業
か
ら
の
転
換
で
す
。

人
を
雇
う
メ
リ
ッ
ト
は
仕
事
の
幅
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
夫
婦
2
人

だ
と
顧
客
で
目
が
届
く
の
は
2
0
0
〜

3
0
0
人
程
度
。
人
を
雇
う
こ
と
に
よ
っ

て
市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
1
，
0
0
0

人
程
の
顧
客
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
松
下
さ
ん
が
考
え

た
の
が
家
電
を
売
る
だ
け
で
な
く
そ
の

周
辺
の
仕
事
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
し
た
。

マ先

街

　

今
回
の
企
業
訪
問
は
「
街
の
電
器
屋
さ
ん
」。
電
機
業
界
と

い
え
ば
量
販
店
。
量
販
店
と
の
過
激
な
競
争
に
ど
う
立
ち
向
か
っ
て

き
た
の
か
、
そ
し
て
今
後
ど
う
戦
っ
て
い
く
の
か
。
ど
ん
な
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
え
る
の
か
楽
し
み
で
し
た
。
街
の
電
気
屋
さ
ん
は
、

全
国
で
い
う
と
1
9
8
2
年
が
ピ
ー
ク
で
約
7
1
，
2
0
0
軒
、
最
近

は
約
2
3
，
0
0
0
軒
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
訪
問
先
の
マ
ツ

シ
タ
電
器
さ
ん
は
閑
静
な
住
宅
街
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
持
ち
な
が
ら
、

病
院
、
ス
ー
パ
ー
、
飲
食
店
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
昔
な
が
ら
の
和
知

川
原
町
の
交
通
量
の
多
い
準
幹
線
道
路
沿
い
に
店
舗
が
あ
り
ま
す
。

(株)マツシタ電器

代表取締役 松下 愼一郎さん
［宮崎北支部］

土
持

マ
ツ
シ
タ
電
器
さ
ん
は
宮
崎
市
和
知
川
原
町

に
街
の
電
器
屋
さ
ん
と
し
て
50
年
近
く
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
電
の
販
売
、
修
理
を
メ
イ

ン
に
、
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
電
気
工
事
、

リ
フ
ォ
ー
ム
と
お
客
様
の
ご
要
望
に
合
わ
せ

て
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ア

コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
も
電
器
屋
さ
ん
が
し
て

く
れ
る
と
安
心
で
す
よ
ね
！

松
下
佳
奈
さ
ん
手
作
り
の
新
聞
「
ポ
ン
パ

通
信
」
や
「
○
月
の
仕
事
新
聞
」
も
読
み
応
え

あ
り
ま
す
よ
〜

森
田

多
く
の
消
費
者
は
、
量
販
店
で
電
器
製
品
を

買
う
の
が
当
た
り
前
の
こ
の
業
界
で
、

1
0
0
0
人
の
固
定
客
を
持
つ
マ
ツ
シ
タ

電
器
の
取
材
訪
問
は
、
独
立
店
舗
の
生
き

残
り
、
成
長
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
い
ろ
い
ろ

聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

取
材　
　
　
　
　

㈱
Ｓ
ｕ
ｎ
橘　

土
持 

秀
男

㈱
Ｓ
ｕ
ｎ
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ　

森
田 

義
孝

街
の
電
器
屋
さ
ん
と
し
て

　
　
　
　
　
　

地
域
と
共
に
歩
む

住所/ 宮崎市和知川原2-131
TEL / 0985-28-2014
FAX/ 0985-28-2025
事業内容/ 家電販売・各種工事

( 株 )マツシタ電器

Vol.

65

代表取締役 竹本 加奈さん（35歳）
webプロモーションを通じ
て、本当に良いものが、必要
な人に正しく届くように。
Webを活用した売上最大
化に貢献し、企業の“次の
一手”をともに考えます。
中小企業の突破力になる
存在を目指し、地域に根ざ
した支援を行います。

宮崎北
支部

㈱ＬＩＮＴＯ

　宮崎市橘通西3丁目10-32  8階
業種 / webマーケティング業

代表取締役 荒武 見希さん（35歳）
三股町地域おこし協力隊を
退任して、町内に学習塾を
創業しました。学力の向上
と自ら学ぶ姿勢を地域との
かかわりを通じて育む塾で
す。教育を通じて地域の未来
を担う人材を育成し、三股
町をはじめ周辺市町村の
発展に貢献します。

きりしま
支部

㈱アラテイク

　北諸県郡三股町大字宮村3320-15
業種 / 教育サービス業

UP DATE
i n f o r m a t i o n

役職変更

農業生産法人ベジエイト㈱
取締役　重冨 裕貴さん(きりしま支部)
代表取締役に就任されました。新

会社登録変更

川﨑光一社会保険労務士・行政書士事務所
所長　川﨑 光一さん(宮崎北支部)
社会保険労務士法人ＯＷＬ新

住所登録変更
(株 )旭総合コンサルタント
鬼束 麻里さん(きりしま支部)
都城市安久町6043番地3
※電話番号、ＦＡＸに変更はありません。

新

(有)嶋末塗装店
代表取締役　嶋末 武さん(宮崎南支部)
宮崎市大字恒久1555 番地1
※電話番号、ＦＡＸに変更はありません。

新

第 34 回みやざき中小企業経営フォーラム
第34回みやざき中小企業経営フォーラムがいよいよ来月11月7日に開催です。今回、

各分科会の参加しどころをお知らせいたします。まだ参加を悩んでいる方、お知りあい

の経営者の方に、「あなたはこの分科会がいいと思うよ」とお誘いください。

第1分科会

価
値
は
つ
く
れ
る 

〜
地
域
で
花
開
く
仕
事
づ
く
り
〜

㈱
ク
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
　
代
表
取
締
役
社
長
　
平
田 

憲
市
郎 

氏

(

佐
賀
同
友
会
・
代
表
理
事)

中
小
企
業
家
の
旅
路 

〜
本
気
の
同
友
会
活
動
と
不
離
一
体
経
営
〜

㈲
永
田
鋼
管
工
業
　
代
表
取
締
役
　
永
田 

廣
樹 

氏

(

鹿
児
島
同
友
会
・
副
代
表
理
事)

第2分科会


